
1 下野市議会だよりＮｏ.51

平成31年2月15日発行
発行 : 栃 木県下野市議会
編集 : 議会だより編集委員会

ホームページ : http://www.city.shimotsuke.lg.jp
E-mail: gikai@city.shimotsuke.lg.jp

しもつけ市議会だよりは市ホームページでもご覧いただけます

第４回定例会
　平成30年度各会計補正予算 �  P� 2
　総括質疑
　常任委員会審査報告
　一般質問 �  P� 7
市民と議員の意見交換会 �  P13
　（議会報告会）
行政視察調査報告 �  P14

平成30年第4回定例会�11月29日〜12月13日

下野市　市議会 検索

NO.51

第４回定例会初日、議場にて「第２回下野市議場コンサート」を開催しました。文化協会所属の「白鳳琴の会」の

みなさんによる大正琴の音色が議場を包み込みました。

下野市議会
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第
４
回
定
例
会

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

３
月
31
日
を
も
っ
て
任
期
満
了

と
な
る
人
権
擁
護
委
員
に
つ
い
て
、

後
任
と
し
て
、
金か

ね

清き
よ

隆た
か

純ず
み

氏
（
緑
）

を
推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
了
承

し
ま
し
た
。

議
会
人
事

　

高
山
和
典
議
員
の
辞
職
に
伴
い
、

議
会
選
出
議
員
並
び
に
議
会
だ
よ

り
編
集
委
員
会
委
員
を
次
の
と
お

り
選
出
し
ま
し
た
。

■
石
橋
地
区
消
防
組
合
議
員

相
澤　

康
男
議
員

■
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

石
川　

信
夫
議
員

こ
ど
も
医
療
費
助
成
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

下
野
市
こ
ど
も
医
療
費
助
成
に

関
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
第
２
条

第
１
項
中
「
15
歳
」
を
「
18
歳
」

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送

施
設
整
備�

７
７
７
６
万
円

　

地
元
の
情
報
を
的
確
に
市
民
に

提
供
す
る
こ
と
や
、
地
域
活
性
化

に
役
立
つ
放
送
、
地
域
内
で
の
防

災
情
報
、
災
害
時
の
生
活
情
報
を

伝
え
る
た
め
の
施
設
。

大
松
山
運
動
公
園
陸
上
競

技
場
公
認
取
得
に
伴
う
用

具
購
入�

１
３
０
０
万
円

　

第
４
種
公
認
陸
上
競
技
場
（
※
）

の
認
定
を
受
け
る
た
め
、
障
害
物

競
走
用
移
動
障
害
物
や
ハ
ン
マ
ー
、

円
盤
、
や
り
、
囲
い
等
の
投
て
き

用
器
具
等
を
購
入
す
る
。

と
改
正
す
る
こ
と
を
議
決
し
、
平

成
31
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ

ま
す
。
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
以

後
に
受
け
る
保
険
給
付
に
係
る
助

成
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に

受
け
た
保
険
給
付
に
係
る
助
成
に

つ
い
て
は
旧
法
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

工
事
変
更
請
負
契
約
の
締
結

　

大
松
山
運
動
公
園
拡
張
整
備
事

業
陸
上
競
技
場
・
管
理
棟
整
備
工

事
の
工
事
請
負
契
約
の
一
部
に
つ

い
て
、
下
野
市
議
会
の
議
決
に
付

す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又

は
処
分
に
関
す
る
条
例
（
平
成
18

年
下
野
市
条
例
第
53
号
）
第
２
条

の
規
定
に
よ
り
議
決
し
ま
し
た
。

　

管
理
棟
の
地
盤
改
良
工
事
、
陸

上
競
技
場
の
土
木
、
電
気
設
備
の

追
加
工
事
に
よ
る
増
額
が
主
な
変

更
理
由
で
す

契
約
金
額

‥

変
更
前　

11
億
３
５
０
８
万
円

変
更
後　

11
億
４
７
７
９
万

１
６
０
０
円

契
約
の
相
手
方

‥

戸
田
・
小
林

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

平
成
30
年
第
４
回
定
例
会

は
、
11
月
29
日
か
ら
12
月
13

日
ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

高
山
和
典
議
員
の
辞
職
に

伴
い
、
議
会
人
事
及
び
石
橋

地
区
消
防
組
合
議
会
議
員
の

補
欠
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
長
提
案
（
追
加
議
案
含

む
）
に
よ
り
、
承
認
１
件
、

諮
問
１
件
、
各
会
計
補
正
予

算
案
６
件
、
条
例
の
制
定
・

一
部
改
正
等
の
計
26
件
が
提

出
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
陳
情
３
件
を
審
査

し
、
２
件
を
不
採
択
と
し
、

１
件
を
採
択
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
10
人
の
議

員
が
市
の
対
応
や
考
え
方
を

問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

平成30年第４回

定例会
11月29日(木)

〜12月13日(木)

一
般
会
計
補
正
予
算

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
施
設
整
備
費
を
計
上

総
額
2
6
2
億
5
4
3
8
万
円

■平成30年度各会計補正予算 （単位：千円）

会　　　　　　計　　　　　　名 補　正　額 補正後の予算額

一般会計
第４号 △2億3366万8 262億4138万2
第５号（追加提出） 1300万0 262億5438万2

特別会計

国民健康保険（第２号） 2294万2 56億5456万0
介護保険（第２号） 750万0 44億6005万4
公共下水道事業（第２号） 556万1 17億1879万5
仁良川地区土地区画整理事業（第２号） 2204万6 6億244万3

※（　）は補正予算号数

※日本陸上競技連盟による公認競技場の区分で
あり、フィールドトラックの舗装材、保有する
施設などによって認定される。第４種競技場で
は加盟団体対抗競技会・記録会のほか、学校内
競技会等を開催できる。

条
例

そ
の
他

人
事
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第
４
回
定
例
会

■
薬
師
寺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

は
、
地
域
住
民
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
を
行
う
た
め
の
拠

点
で
す
の
で
、
地
域
住
民
で
構

成
さ
れ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
協
議
会
が
引
き
続
き
管
理

す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
も
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
大
き
な
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
。
指
定
管

理
者
は
薬
師
寺
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
推
進
協
議
会
で
す
。

指
定
期
間

平
成
31
年
４
月
１
日
〜

　

33
年
３
月
31
日
（
２
年
間
）

■
道
の
駅
し
も
つ
け

　

民
間
の
能
力
を
最
大
限
に
活

用
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら

な
る
向
上
を
目
指
し
、
引
き
続

き
指
定
管
理
者
を
指
定
し
ま
す
。

指
定
管
理
者
は
株
式
会
社
道
の

駅
し
も
つ
け
で
す
。

指
定
期
間

平
成
31
年
４
月
１
日
〜

　

33
年
３
月
31
日
（
２
年
間
）

指
定
管
理
者
の
指
定

総
括
質
疑

30
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）

問
ふ
れ
あ
い
館
の
改
修
工
事

を
先
送
り
す
る
理
由
は
何

か
。答

本
年
度
予
定
の
、
ろ
過
設

備
改
修
工
事
が
４
か
月
間

の
休
館
を
伴
う
た
め
次
年
度
に
先

送
り
し
、
来
年
度
実
施
予
定
の
照

明
機
器
改
修
と
併
せ
て
行
う
こ
と

と
し
た
。

問
ゆ
う
ゆ
う
館
の
工
事
費
５

１
５
９
万
７
０
０
０
円
の

追
加
分
の
理
由
は
。

答
温
浴
施
設
の
空
調
設
備
の

修
繕
を
前
倒
し
し
た
た
め

で
あ
る
。

問
石
橋
中
学
校
改
修
事
業
３

億
７
５
８
７
万
円
が
大
き

く
減
額
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
は
何

か
。答

入
札
に
よ
り
２
カ
年
で
支

払
う
契
約
金
額
が
確
定
し
、

今
年
度
中
に
支
払
う
月
数
に
よ
り

算
出
し
た
と
こ
ろ
不
用
額
が
発
生

し
た
。
減
額
分
は
翌
年
度
に
計
上

す
る
。

保
育
園
設
置
条
例
の
一
部

改
正

問
薬
師
寺
保
育
園
の
民
営
化

に
あ
た
り
、
保
護
者
へ
の

説
明
、
サ
ー
ビ
ス
等
へ
の
対
応
を

伺
う
。

答
保
護
者
へ
の
説
明
は
29
年

度
３
回
開
催
し
、
民
営
化

に
反
対
の
意
見
は
な
か
っ
た
。
運

営
法
人
募
集
要
項
の
中
で
、
保
育

の
質
の
確
保
と
向
上
を
図
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正

問
大
松
山
運
動
公
園
に
つ
い

て
サ
ッ
カ
ー
の
フ
ィ
ー
ル

ド
料
金
１
時
間
当
た
り
１
５
０
０

円
の
根
拠
は
。

答
県
内
他
市
町
と
の
料
金
比

較
と
、
天
然
芝
の
維
持
管

理
分
を
考
慮
し
た
。
現
在
、
中
学

校
体
育
連
盟
８
大
会
が
決
定
し
、

そ
の
他
に
、
小
、
中
、
高
校
の
大

会
も
県
に
申
し
込
み
を
し
て
い
る
。

　

サ
ッ
カ
ー
に
つ
い
て
は
、
29
年

度
実
績
で
21
大
会
市
内
で
実
施
さ

れ
た
。
芝
生
の
養
生
等
も
考
慮
し

な
が
ら
、
検
討
し
た
い
。

薬師寺コミュニティセンター

道の駅しもつけ

平成31年度から民営化される薬師寺保育園

石橋中学校仮設校舎

（上）内観

（右）外観
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第
４
回
定
例
会

第
4
回
定
例
会

会

期

日

程

11
月
29
日　

本
会
議
【
開
会
】

（
議
会
だ
よ
り
編
集
委

員
の
選
任
、
石
橋
地
区

消
防
組
合
議
員
補
欠
選

挙
、
議
案
の
説
明
、
一
部

表
決
）

　
　

30
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
5

人
）

12
月
３
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
5

人
）

　
　

４
日　

本
会
議
（
議
案
の
質
疑
、

委
員
会
付
託
）

　
　

５
日　

総
務
常
任
委
員
会
（
付

託
案
件
審
査
）

　
　

６
日　

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

（
付
託
案
件
審
査
）

　
　

７
日　

経
済
建
設
常
任
委
員
会

（
付
託
案
件
審
査
）

　
　

13
日　

本
会
議
【
閉
会
】

（
委
員
長
報
告
、
質
疑
、

討
論
、
表
決
）

※
今
定
例
会
の
傍
聴
者
数66

名
（
延
べ
）

議
案
等
番
号

付

議

事

件

結

果

坂
村　

哲
也

伊
藤　

陽
一

五
戸　

豊
弘

貝
木　

幸
男

石
川　

信
夫

相
澤　

康
男

奥
田　
　

勉

中
村　

節
子

大
島　

昌
弘

髙
橋　

芳
市

石
田　

陽
一

小
谷
野
晴
夫

秋
山　

幸
男

磯
辺　

香
代

松
本　

賢
一

岡
本　

鉄
男

村
尾　

光
子

承認４号
専決処分の承認を求めることについて（平成30年度
下野市一般会計補正予算（第３号））

承
認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案63号 平成30年度一般会計補正予算（第４号） 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案64号 平成30年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案65号 平成30年度介護保険特別会計補正予算（第２号） 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案66号 平成30年度公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案67号
平成30年度小山栃木都市計画事業仁良川地区土地
区画整理事業特別会計補正予算（第２号）

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案68号
下水道事業における地方公営企業法の適用に伴う
関係条例の整備に関する条例の制定

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案69号 下野市コミュニティセンター条例の一部改正 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案70号 下野市税条例等の一部改正 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案71号 下野市こども医療費助成に関する条例の一部改正 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案72号 下野市保育園設置条例の一部改正 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案73号 下野市公共下水道事業受益者負担に関する条例の一部改正 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案74号 下野市立学校設置条例の一部改正 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案75号 下野市公民館設置条例の一部改正 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案76号 下野市都市公園条例の一部改正 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案77号 工事変更請負契約の締結 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案78号 下野市コミュニティセンターにおける指定管理者の指定 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案79号 道の駅しもつけにおける指定管理者の指定 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案80号 小山広域保健衛生組合規約の一部変更 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案81号 財産の無償貸与 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案82号 財産の無償譲渡 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

陳情２号
難病医療費助成制度の改善を求める国への意見書
提出に関する陳情

不
採
択

● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● - ● ● ● ●

陳情３号
患者負担を増やさないことを求める国への意見書
提出に関する陳情

不
採
択

● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● - ● ● ● ●

陳情４号
精神障害者も栃木県重度心身障害者医療費助成制
度の対象にすることを求める陳情

採
択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

追
加
議
案

諮問２号 人権擁護委員の候補者の推薦 答
申 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案83号
下野市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関
する条例の一部改正

可
決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案84号 下野市長等の給与及び旅費に関する条例の一部改正 可
決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案85号
下野市職員の給与に関する条例及び下野市一般職
の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例
の一部改正

可
決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

議案86号 平成30年度一般会計補正予算（第５号） 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

発議１号
精神障がい者も栃木県重度心身障害者医療費助成
制度の対象にすることを求める意見書（案）の提出

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○

○…賛成　●…反対　欠…欠席　（議長は表決に加わらない）

第４回定例会の審議結果
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定例会で委員会付託された議案等について、各常任委員会の審査状況を報告いたします。

常 任 委 員 会
審 査 報 告

総 務

地
域
活
性
化
事
業
債

（
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
）

問
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
整
備
事
業
に
地
域
活
性
化
事
業
債
を
選

択
し
た
理
由
を
伺
う
。

答
　

合
併
特
例
債
の
ほ
う
が
有
利
で
あ
る
が
、
他
に
単
独
事
業
が

見
込
ま
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
整
備
に
つ
い
て
は
、
対
応
す

る
起
債
、
地
域
活
性
化
事
業
債
を
充
て
る
も
の
で
あ
る
。

総 務

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
規
約
の
一
部
変
更

問
　

石
橋
地
区
の
ご
み
処
理
に
つ
い
て
、
規
約
の
変
更
後
も
ク
リ

ー
ン
パ
ー
ク
茂
原
に
搬
入
を
続
け
る
ご
み
の
種
類
は
何
か
。
い

ず
れ
は
す
べ
て
小
山
広
域
に
移
行
し
て
い
く
の
か
、
先
行
き
を
伺
う
。

答
　

規
約
変
更
に
伴
い
、
不
燃
系
の
ご
み
が
本
市
内
の
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
燃
え
る
ご
み
と
可

燃
系
の
粗
大
ご
み
が
引
き
続
き
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
茂
原
で
処
理
さ
れ
る
。

将
来
的
に
は
小
山
広
域
で
共
同
処
理
す
る
方
向
で
考
え
て
い
る
が
、
焼

却
炉
の
処
理
能
力
や
地
元
へ
の
説
明
等
、
様
々
な
課
題
が
あ
る
の
で
、

慎
重
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

総 務

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正

問
　

下
野
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正
（
休
館

日
の
設
定
）
に
つ
い
て
の
条
例
改
正
の
理
由
を
伺
う
。

答
　

来
年
度
か
ら
指
定
管
理
者
の
契
約
を
見
直
す
中
で
、
地
元
協

議
会
と
も
検
討
し
、
新
た
に
休
館
日
を
設
け
る
た
め
条
例
改
正

を
行
う
。
な
お
、
利
用
頻
度
を
十
分
に
考
慮
し
て
設
定
し
て
い
る
。

経 済
建 設
農
業
水
利
施
設
保
全
対
策
負
担
金

（
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
）

問
　

負
担
金
は
ど
こ
か
ら
入
り
、
何
の
事
業
に
つ
い
て
の
も
の
か

伺
う
。

答
　

本
市
と
上
三
川
町
に
受
益
者
を
も
つ
田
川
に
あ
る
成
田
堰
の

シ
リ
ン
ダ
ー
か
ら
オ
イ
ル
が
流
出
し
た
た
め
、
そ
の
改
修
費
を

受
益
面
積
割
に
よ
り
、上
三
川
町
か
ら
負
担
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
あ
る
。

経 済
建 設
土
地
区
画
整
理
事
業
費

（
30
年
度
仁
良
川
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
）

問
　

物
件
移
転
補
償
２
２
０
０
万
円
に
つ
い
て
の
内
容
を
伺
う
。

答
　

物
件
移
転
補
償
の
２
件
分
で
あ
る
。
１
件
は
倉
庫
と
工
作
物
、

も
う
１
件
は
家
屋
と
工
作
物
、
立
竹
木
の
補
償
で
あ
る
。
事
業

自
体
は
事
業
費
ベ
ー
ス
で
73
％
ほ
ど
進
ん
で
い
る
。

経 済
建 設
公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

問
　

石
橋
北
部
負
担
区
の
世
帯
数
を
伺
う
。

答
　

上
古
山
地
区
が
約
２
５
０
世
帯
、
下
古
山
北
地
区
が
約
40
世

帯
の
合
計
２
９
０
世
帯
で
あ
る
。

教 育
福 祉
障
が
い
児
給
付
事
業

（
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
）

問
　

扶
助
費
３
８
３
０
万
円
は
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
に
係

る
給
付
費
で
あ
る
が
、
何
人
分
の
予
算
で
あ
る
か
伺
う
。

答
　

今
年
度
上
半
期
は
１
０
３
１
人
分
、月
平
均
で
１
８
０
人
分
前

後
で
あ
り
、上
半
期
の
増
加
分
と
下
半
期
を
含
め
た
も
の
で
あ
る
。

委

員

会

報

告
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委

員

会

報

告

教 育
福 祉
妊
娠
サ
ポ
ー
ト
事
業

（
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
）

問
　

妊
娠
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
「
風
し
ん
予
防
接
種
」
の
対
象
者
を
伺

う
。

答
　

妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
と
そ
の
配
偶
者
が
対
象
で
あ
り
、
風

し
ん
単
独
の
予
防
接
種
に
は
３
０
０
０
円
を
、
Ｍ
Ｒ
と
い
う
風

し
ん
と
は
し
か
の
混
合
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
は
５
０
０
０
円
を
助
成
し
て

い
る
。

教 育
福 祉
学
童
保
育
事
業

（
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
）

問
　

庁
用
器
具
購
入
の
内
容
は
。

答
　

国
分
寺
小
学
校
敷
地
内
の
建
物
で
学
童
保
育
を
し
て
い
る
が
、

児
童
が
ふ
え
手
狭
に
な
っ
た
。
国
分
寺
小
学
校
内
で
利
用
で
き

る
部
屋
を
学
校
と
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
体
育
館
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー

ム
が
使
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
必
要
な
備
品
を
購
入
す
る
。

【
趣
旨
】
２
０
１
５
年
１
月
に
「
難
病
の
患
者
に

対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
た
。

①
認
定
基
準
が
厳
し
く
な
っ
た
。
元
の
基
準
に
戻

し
て
ほ
し
い
。
②
自
己
負
担
の
上
限
を
以
前
の
基

準
に
引
き
下
げ
て
ほ
し
い
、
な
ど
。

【
審
査
の
経
緯
】
委
員
か
ら
「
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

医
療
費
は
増
加
す
る
一
方
で
あ
る
。
財
源
確
保
に

課
題
が
あ
る
」
「
対
象
の
疾
病
数
が
56
か
ら
３
３

０
に
な
っ
た
。
以
前
と
同
様
に
助
成
費
を
払
う
と

財
源
が
逼ひ

っ

ぱ

く迫
す
る
」
と
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

【
委
員
会
表
決
の
結
果
】
「
不
採
択
す
べ
き
も
の
」

 

本
会
議
表
決
の
結
果　

不
採
択 

【
趣
旨
】
費
用
の
心
配
な
く
医
療
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
、
窓
口
負
担
の
軽
減
を
求
め
る
。

【
審
査
の
経
緯
】
委
員
か
ら
、
「
高
齢
者
の
中
に
も

高
額
所
得
者
が
い
る
。
所
得
に
応
じ
た
負
担
を
す

べ
き
で
あ
る
」
「
日
本
が
誇
る
国
民
皆
保
険
制
度

を
維
持
し
、
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
は
応
分

の
負
担
は
や
む
を
え
な
い
」
と
の
意
見
が
出
ま
し

た
。

【
委
員
会
表
決
の
結
果
】
「
不
採
択
す
べ
き
も
の
」

 

本
会
議
表
決
の
結
果　

不
採
択 

【
趣
旨
】
わ
が
国
で
は
、
憲
法
第
14
条
で
「
法
の

下
の
平
等
」
を
謳
っ
て
お
り
、
平
成
25
年
12
月
に

は
「
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」
の
批
准
が

承
認
さ
れ
て
い
る
。

【
審
査
の
経
緯
】
委
員
か
ら
「
現
在
、
精
神
障
が

い
者
が
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象
と
な
っ
て
い
な

い
の
は
、
関
東
地
方
で
は
東
京
都
と
栃
木
県
の
み

で
あ
る
。
東
京
都
で
も
平
成
31
年
１
月
１
日
か
ら

助
成
対
象
と
な
る
。
栃
木
県
だ
け
が
遅
れ
て
い
る

状
況
で
あ
り
、
県
に
対
し
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
に
賛
成
で
あ
る
」
な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

【
委
員
会
表
決
の
結
果
】
「
採
択
す
べ
き
も
の
」

 

本
会
議
表
決
の
結
果　

採
択 

陳
情
の
審
査
結
果

以
下
の
陳
情
３
件
は
全
て
、
教
育
福
祉
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

手狭になった国分寺小の学童保育室

栃木県への意見書

難
病
医
療
費
助
成
制
度
の
改
善
を
求
め
る
国

へ
の
意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情

患
者
負
担
を
増
や
さ
な
い
こ
と
を
求
め
る
国

へ
の
意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情

精
神
障
害
者
も
栃
木
県
重
度
心
身
障
害
者
医

療
費
助
成
制
度
の
対
象
に
す
る
こ
と
を
求
め

る
陳
情
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一

般

質

問

第
４
回
定
例
会
で
は
、
10
名
の
議

員
が
市
政
に
対
し
質
問
を
行
い
ま

し
た
。
質
問
と
答
弁
の
内
容
を
要

約
し
て
掲
載
し
ま
す
。

問
１

香
川
県
高
松
市
や

ド
イ
ツ
デ
ィ
ー
ツ

ヘ
ル
ツ
タ
ー
ル
と
の
交
流
に

つ
い
て
、
本
市
の
今
後
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
ま
た
新
た
な

都
市
と
の
交
流
を
行
う
考
え

は
な
い
の
か
。

答
１

市
長　

高
松
市
、

デ
ィ
ー
ツ
ヘ
ル
ツ

タ
ー
ル
と
の
交
流
を
今
後
も

推
進
し
、
市
民
間
の
交
流
事

業
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い

き
た
い
。
大
阪
府
八
尾
市
か

ら
道
鏡
サ
ミ
ッ
ト
の
招
待
を

受
け
て
い
る
。
ま
た
英
語
圏
、

ア
ジ
ア
圏
等
、
他
都
市
と
の

交
流
の
機
運
が
高
ま
れ
ば
、

積
極
的
に
新
た
な
交
流
を
結

ん
で
い
き
た
い
と
思
う
。

問
２

下
野
市
の
教
育
方

針
に
つ
い
て
、
教

育
長
の
思
い
を
伺
う
。

答
２

教
育
長　

学
校
、

家
庭
、
地
域
の
絆

を
大
切
に
し
、
未
来
の
市
民

で
あ
る
子
供
た
ち
が
力
強
く

歩
ん
で
い
け
る
力
を
身
に
つ

け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

小
・
中
一
貫
教
育
を
推
進
し
、

こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
教
育

の
さ
ら
な
る
充
実
に
加
え
、

英
語
教
育
、
道
徳
教
育
、
キ

ャ
リ
ア
教
育
、
情
報
教
育
等

を
充
実
さ
せ
、
世
界
で
活
躍

で
き
る
広
い
視
野
を
持
っ
た

児
童
・
生
徒
の
育
成
を
目
指
す
。

問
２

小
・
中
一
貫
教
育

の
期
待
さ
れ
る
効

果
を
伺
う
。

答
２

教
育
長　

学
び
や

育
ち
の
連
続
性
の

確
保
に
よ
る
学
力
の
向
上
と

思
い
や
り
の
心
を
育
て
る
等
、

児
童
・
生
徒
の
人
格
形
成
の

成
果
を
特
に
期
待
し
て
い
る
。

【今回の質問】

１．グローバル社会に向けた、他都

市との協力の推進

２．下野市における、子どもたちの

未来のための教育について

坂 村 哲 也 議員

『下野市の未来を育む』

一
般
質
問
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
動
画
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
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一

般

質

問

問
１

南
河
内
東
体
育
館
、

南
河
内
東
公
民
館
、

吉
田
保
育
園
の
公
共
施
設
の

集
ま
る
ゾ
ー
ン
で
は
多
く
の

催
し
物
が
あ
る
。
ま
た
体
育

館
は
市
内
で
唯
一
の
屋
内
フ

ッ
ト
サ
ル
場
で
あ
り
、
数
多

く
の
試
合
、
練
習
試
合
が
あ

る
。
吉
田
村
ま
つ
り
の
開
催

日
に
は
、今
年
は
２
５
０
０
人

の
来
場
者
、
車
の
総
台
数
９

０
０
台
の
実
績
で
あ
る
。
３

施
設
の
総
駐
車
台
数
を
伺
う
。

答
１

市
長　

こ
の
エ
リ

ア
の
駐
車
ス
ペ
ー

問
１

旧
石
橋
総
合
病
院

跡
地
利
用
等
に
つ

い
て
は
、
地
元
住
民
の
方
は

ど
の
よ
う
な
施
設
が
で
き
る

か
、
大
変
興
味
を
持
っ
て
見

守
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
の
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
伺
う
。

答
１

市
長　

旧
石
橋
総

合
病
院
跡
地
の
複

合
施
設
は
、
平
成
31
年
度
に

設
計
、
建
設
条
件
を
示
し
、

32
年
度
に
事
業
者
を
募
集
し

整
備
着
手
、
34
年
度
に
供
用

開
始
で
き
る
よ
う
進
め
て
い

ス
台
数
は
、
南
河
内
東
公
民

館
西
側
及
び
北
側
に
14
台
、

南
側
に
６
台
、
吉
田
保
育
園

南
側
に
10
台
、
南
河
内
東
体

育
館
西
側
に
10
台
、
東
側
に

２
台
の
合
計
42
台
分
の
駐
車

場
の
整
備
と
な
っ
て
い
る
。

問
１

誘
導
ラ
イ
ン
を
示

し
て
使
い
や
す
く

で
き
な
い
か
。
ま
た
、
駐
車

場
の
拡
張
を
考
え
て
い
な
い

の
か
伺
う
。

答
１

市
長　

現
地
を
確

認
し
た
と
こ
ろ
、

車
道
外
側
線
や
駐
車
ス
ペ
ー

く
。
石
橋
庁
舎
跡
地
は
、
地

域
の
防
災
機
能
を
考
慮
し
た

イ
ベ
ン
ト
に
特
化
し
た
広
場

に
す
る
。

問
２

児
童
・
生
徒
の
安

全
対
策
と
し
て
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
頼
る
ば
か

り
で
な
く
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
の
増
員
が
で
き

な
い
か
伺
う
。

答
２

教
育
次
長　

１
中

学
校
区
に
１
名
の

県
の
補
助
規
定
が
あ
る
。
現

在
３
名
な
の
で
１
名
の
増
員

は
で
き
る
も
の
と
し
て
検
討

ス
の
ラ
イ
ン
等
に
劣
化
が
見

ら
れ
、
利
用
者
の
皆
様
に
大

変
不
便
を
か
け
て
い
る
状
態

に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
の

取
り
方
や
敷
地
内
道
路
構
成

及
び
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
配

置
計
画
を
ま
と
め
、
安
全
性

や
利
便
性
向
上
を
図
っ
て
い

く
。
駐
車
場
の
拡
張
に
つ
い

て
は
、
吉
田
村
ま
つ
り
の
よ

う
な
将
来
的
に
発
展
が
期
待

で
き
る
イ
ベ
ン
ト
の
対
応
も

含
め
、
費
用
対
効
果
を
考
慮

し
検
討
し
て
い
く
。

す
る
。

問
２

通
学
路
の
危
険
箇

所
点
検
の
結
果
を

伺
う
。

答
２

教
育
長　

子
供
が

一
人
に
な
っ
た
時

に
人
、
車
が
少
な
い
、
路
上

に
死
角
が
あ
り
、
犯
罪
が
見

え
に
く
い
、
連
れ
込
ま
れ
や

す
い
場
所
が
あ
る
、
明
か
り

が
な
い
な
ど
が
確
認
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
見
守
り
活
動
の

強
化
、
警
察
官
に
よ
る
パ
ト

ロ
ー
ル
、
青
パ
ト
の
強
化
な

ど
の
対
策
が
検
討
さ
れ
た
。

相 澤 康 男 議員 奥 田　 勉 議員

【今回の質問】

１．南河内東体育館の利便性向上に

向けて伺う。

【今回の質問】

１．旧石橋総合病院、石橋庁舎跡地

利用

２．児童生徒の通学路の安全対策

建物の解体が終わった石橋庁舎跡地南河内東公民館周辺
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一

般

質

問

問
１

今
、
日
本
の
子
供

た
ち
の
貧
困
が
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
就

学
援
助
の
認
定
基
準
額
が
引

き
下
が
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、

下
野
市
の
対
策
は
講
じ
ら
れ

て
い
る
の
か
伺
う
。

答
１

教
育
長　

認
定
基

準
は
、
各
自
治
体

で
定
め
て
い
る
。
認
定
に
あ

た
っ
て
は
、
申
請
理
由
の
ほ

か
、
申
請
者
の
生
活
状
況
、

児
童
・
生
徒
の
学
校
で
の
様

子
な
ど
か
ら
総
合
的
に
判
断

し
、
毎
年
度
２
月
に
申
請
書

問
１

市
長
は
、
来
年
度

よ
り
高
校
生
の
医

療
無
料
化
を
公
約
に
掲
げ
て

い
る
が
、
国
や
市
が
面
倒
を

見
る
福
祉
国
家
で
は
な
く
家

族
の
絆
を
大
切
に
す
る
社
会

を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。
高

校
生
ま
で
も
無
料
化
す
る
必

要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答
１

市
長　

子
育
て
家

族
を
支
援
す
る
環

境
づ
く
り
の
推
進
、
移
住
促

進
、
市
の
活
力
増
進
に
つ
な

が
る
有
効
な
施
策
で
あ
る
。

を
発
送
し
て
い
る
。

問
２

教
職
員
の
、
長
時

間
労
働
の
原
因
と

健
康
管
理
に
つ
い
て
伺
う
。

答
２

教
育
長　

児
童
、

生
徒
、
保
護
者
の

価
値
観
や
多
様
な
期
待
に
応

え
る
た
め
に
、
公
開
授
業
の

準
備
、
各
種
研
修
会
へ
の
出

席
、
授
業
代
替
案
の
作
成
、

部
活
動
な
ど
に
時
間
を
さ
か

れ
て
い
る
現
状
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
業
務
を
遂
行
し
て
い

る
こ
と
が
、
勤
務
時
間
を
長

引
か
せ
る
一
因
と
考
え
て
い

問
１

こ
う
い
う
政
策
を

進
め
る
と
増
税
に

向
か
う
。
子
育
て
世
代
の
負

担
軽
減
を
考
え
る
な
ら
ば
、

ど
う
し
た
ら
税
金
を
も
っ
と

安
く
で
き
な
い
か
を
考
え
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
１

市
長　

税
金
が
高

く
な
っ
て
い
く
と

い
う
よ
り
、
安
心
感
を
も
っ

た
中
で
社
会
生
活
が
営
め
る

こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

問
２

２
０
１
７
年
度
い

じ
め
不
登
校
が
過

去
最
多
と
な
っ
た
。
現
代
の

る
。
出
退
勤
記
録
の
集
計
で

は
適
正
な
時
間
管
理
に
努
め

て
い
る
。

健
康
管
理
に
つ
い
て
は
、

精
神
疾
患
患
者
が
社
会
的
に

増
加
し
て
い
る
の
で
健
康
診

断
や
、
自
己
診
断
に
よ
る
ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し

て
い
る
。
教
員
数
の
増
減
に

つ
い
て
は
、
国
の
方
針
に
従

う
状
況
で
あ
る
。

い
じ
め
は
陰
湿
か
つ
残
酷
で

巧
妙
に
な
っ
て
い
る
。
本
市

で
は
い
じ
め
に
よ
る
転
校
の

希
望
や
不
登
校
、
先
生
の
い

じ
め
放
置
は
な
い
か
。
ま
た
、

い
じ
め
防
止
基
本
方
針
を
作

成
中
と
聞
い
て
い
る
が
中
心

概
念
を
お
聞
き
し
た
い
。

答
２

教
育
長　

い
じ
め

に
よ
る
転
校
不
登

校
い
じ
め
放
置
の
報
告
は
一

切
な
い
。
中
心
概
念
は
、
い

じ
め
の
防
止
、
早
期
発
見
、

適
切
な
解
決
に
導
く
学
校
の

指
導
体
制
の
一
層
の
強
化
。

五 戸 豊 弘 議員石 川 信 夫 議員

【今回の質問】

１．就学援助の充実

２．教員の労働環境の改善

【今回の質問】

１．高校生までの医療費無料化につ

いて

２．いじめ・不登校問題について

いじめ防止ポスター 部活動の風景
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般

質

問

問
１

新
庁
舎
が
開
庁
し

て
２
年
半
。
庁
舎

前
の
市
民
広
場
で
は
イ
ベ
ン

ト
が
４
回
開
か
れ
た
が
、
ま

だ
ま
だ
、
市
民
の
憩
い
の
場

と
は
な
っ
て
い
な
い
。
ピ
ク

ニ
ッ
ク
テ
ー
ブ
ル
、
ベ
ン
チ

な
ど
を
置
く
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

答
１

市
長　

イ
ベ
ン
ト

の
開
催
、
緊
急
時
・

被
災
時
の
使
用
な
ど
を
考
え

て
、
現
在
の
フ
ク
ベ
型
の
ベ

ン
チ
と
植
栽
に
し
た
。
市
民

に
と
っ
て
気
軽
に
立
ち
寄
れ

問
１

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
誰

一
人
取
り
残
さ
な

い
持
続
可
能
で
多
様
性
と
包

摂
性
の
あ
る
社
会
の
実
現
の

た
め
、
２
０
１
５
年
の
国
連

サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
開

発
目
標
で
あ
る
。
政
府
は
「
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２
０
１

８
」
を
決
定
し
公
表
し
て
い

る
。
本
市
は
ど
の
よ
う
に
取

り
組
む
の
か
。

答
１

市
長　

国
は
、
２

０
１
６
年
５
月
に

内
閣
総
理
大
臣
を
本
部
長
、

全
閣
僚
を
構
成
員
と
す
る
Ｓ

る
親
し
み
や
す
い
場
所
に
な

る
よ
う
、
市
民
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
慎
重
に
検
討
し
て

い
く
。

問
２

障
が
い
者
が
個
人

で
市
内
の
体
育
施

設
等
公
共
施
設
を
使
う
時
の

減
免
を
検
討
で
き
な
い
か
。

答
２

市
長　

ふ
れ
あ
い

館
、
き
ら
ら
館
な

ど
は
障
が
い
者
の
個
人
利
用

に
も
減
額
措
置
が
あ
る
。
そ

の
他
の
施
設
は
団
体
利
用
の

全
額
減
免
が
あ
る
が
、
個
人

で
も
気
軽
に
利
用
し
て
い
た

Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
本
部
を
設
置

し
、
同
年
12
月
に
は
国
と
し

て
の
「
持
続
可
能
な
開
発
目

標
実
施
指
針
」
を
決
定
し
た
。

こ
の
中
で
は
、
国
が
優
先
的

に
取
り
組
む
８
つ
の
課
題
と

具
体
的
施
策
を
定
め
、
自
治

体
の
役
割
も
指
摘
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
年
６
月
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
基
本
方
針
２
０

１
８
」
で
も
、
地
方
自
治
体

の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
取
組
推
進
が
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
掲
げ
る
17
の

だ
く
た
め
、
他
市
町
の
状
況

を
踏
ま
え
、
取
り
組
む
。

問
３

①
三
王
山
ふ
れ
あ

い
公
園
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
（
ラ
ン
ニ
ン
グ
）
コ
ー

ス
を
夜
も
使
え
る
よ
う
に
照

明
を
ふ
や
せ
な
い
か
。
②
市

庁
舎
の
周
り
に
周
回
で
き
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
作

れ
な
い
か
。

答
３

市
長　

①
公
園
利

用
者
や
地
域
住
民

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。
②
安
全
面
な
ど

か
ら
難
し
い
。

目
標
は
、
本
市
の
第
二
次
総

合
計
画
に
掲
げ
た
諸
施
策
に

通
じ
る
も
の
が
多
く
、
そ
の

理
念
は
市
政
に
取
り
込
ま
れ

て
い
る
。

　

今
後
は
、
本
市
が
策
定
す

る
各
計
画
や
施
策
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
基
本
理
念
が
反
映
で
き

る
よ
う
、
国
や
自
治
体
の
動

向
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
引

き
続
き
情
報
収
集
に
努
め
る
。

総
合
政
策
部
長　

地
方
創
生

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
官
民
連
携
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
へ
の
参
画
等
も
検

討
す
る
。

中 村 節 子 議員村 尾 光 子 議員

【今回の質問】

１．市役所の芝生広場を憩いの場に

２．障がい者の公共施設の個人使用

料減免

３．市民総スポーツ”ひとり１スポ

ーツ”を目指して

【今回の質問】

１．「持続可能な開発目標（ＳＤＧ

ｓ）」にどう取り組むのか。

２．がん患者の医療用ウィッグ等購

入への助成制度創設を。

市役所前の市民広場内閣府の ｢地方創生に向けた自治体ＳＤＧｓの推進について ｣
では 2018 年 11 月に ､自治体の取組を推進するに当たっての施
策の基本的方向について提言を取りまとめる予定としている ｡
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般

質

問

問
１

公
園
の
健
康
遊
具

の
設
置
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

答
１

市
長　

市
が
管
理

し
て
い
る
公
園
は

１
３
６
カ
所
で
、
遊
具
を
設

置
し
て
い
る
公
園
は
１
０
１

カ
所
あ
る
。
健
康
器
具
は
、

６
カ
所
の
公
園
と
遊
歩
道
に

23
基
設
置
さ
れ
て
お
り
、
大

松
山
運
動
公
園
に
は
新
た
に

10
基
健
康
器
具
を
設
置
す
る
。

健
康
器
具
は
順
番
に
運
動
す

る
こ
と
で
全
身
運
動
が
可
能

と
な
り
、
効
果
が
発
揮
さ
れ

問
１

全
国
の
道
の
駅
は

２
０
１
８
年
４
月

25
日
現
在
１
１
４
５
駅
と
な

り
、
道
の
駅
間
の
競
争
が
激

し
く
な
っ
て
い
る
。
本
市
の

道
の
駅
に
つ
い
て
伺
う
。

①
道
の
駅
の
駐
車
場
整
備
に

つ
い
て

②
体
験
型
施
設
整
備
計
画
の

考
え
方
を
持
っ
て
い
る
か

③
道
の
駅
周
辺
の
新
４
号
国

道
の
清
掃
に
つ
い
て

答
１

市
長　

①
駐
車
場

の
拡
張
に
つ
い
て

検
討
を
始
め
る
。

る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

問
１

利
用
者
の
意
見
や

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

意
見
を
取
り
入
れ
て
い
る
の

か
伺
う
。

答
１

市
長　

三
王
山
ふ

れ
あ
い
公
園
の
計

画
に
際
し
て
は
市
民
懇
談
会
、

小
学
生
を
対
象
と
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
て
本
設
計
を

設
計
し
、
官
民
協
働
で
の
公

園
整
備
を
行
っ
た
。
大
松
山

運
動
公
園
遊
具
設
置
に
つ
い

て
も
、
小
学
生
に
ア
ン
ケ
ー

②
体
験
型
施
設
を
含
む
施
設

整
備
を
含
め
、
今
後
県
や
関

係
団
体
と
調
整
を
図
り
施
設

整
備
の
拡
大
に
つ
い
て
具
体

的
に
検
討
す
る
。

③
国
土
交
通
省
宇
都
宮
国
道

事
務
所
や
栃
木
県
土
木
事
務

所
に
申
し
入
れ
る
。

問
２

全
国
的
に
、
産
業
、

農
業
、
観
光
、
自

治
体
な
ど
で
ド
ロ
ー
ン
を
活

用
す
る
事
例
が
多
く
な
っ
て

い
る
が
、
本
市
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。

①
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
に
向
け

ト
を
実
施
し
て
参
考
に
し
た
。

問
１

公
園
施
設
の
充
実

に
向
け
た
今
後
の

方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

答
１

市
長　

市
民
の
公

園
に
対
す
る
要
望

は
多
種
多
様
で
あ
る
た
め
、

公
園
施
設
長
寿
命
化
計
画
に

従
い
、
更
新
や
補
修
を
計
画

的
に
行
う
予
定
で
あ
る
。
健

康
器
具
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

地
区
公
園
な
ど
の
規
模
、
公

園
整
備
の
際
の
利
用
者
や
地

域
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

た
庁
内
検
討
会
に
つ
い
て

②
講
習
受
講
職
員
数
は

③
公
式
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ

デ
オ
を
作
れ
な
い
か

④
民
間
活
用
の
協
定
は

答
２

市
長　

①
業
務
に

お
け
る
ド
ロ
ー
ン

活
用
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

②
平
成
29
年
度
に
１
人
受
講
、

30
年
度
２
人
の
受
講
を
予
定
。

③
有
効
と
考
え
検
討
を
進
め

る
。

④
活
用
方
法
や
協
定
締
結
を

検
討
し
、
職
員
自
ら
操
作
で

き
る
よ
う
に
措
置
を
講
じ
る
。

髙 橋 芳 市 議員大 島 昌 弘 議員

【今回の質問】

１．市民ニーズに対応した公園施設

の充実

【今回の質問】

１．道の駅しもつけ

２．ドローンについて

空撮用ドローン

けんこう広場の健康遊具
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問
１

定
期
巡
回
・
随
時

対
応
型
訪
問
介
護

看
護
サ
ー
ビ
ス
は
第
６
期
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
に
見
込

み
量
が
掲
載
さ
れ
た
が
、
現

行
の
第
７
期
計
画
（
平
成
30

～
32
年
度
）
に
は
サ
ー
ビ
ス

量
も
利
用
者
数
も
見
込
ま
れ

て
い
な
い
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス

は
「
単
身
・
重
度
の
要
介
護

者
で
あ
っ
て
も
在
宅
を
中
心

と
す
る
住
み
慣
れ
た
地
域
で

生
活
を
継
続
で
き
る
」
と
し

て
市
が
構
築
に
取
り
組
ん
で

い
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
基
盤
に
な
る
サ
ー
ビ
ス

だ
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
が
な
い

と
単
身
で
も
在
宅
で
と
い
う

の
は
不
可
能
で
は
な
い
か
と

思
う
。
高
齢
者
単
身
世
帯
は

増
加
傾
向
で
あ
る
。
下
野
市

の
現
状
と
第
８
期
に
向
け
て

の
考
え
を
伺
う
。

答
１

市
長　

第
６
期
計

画
で
は
県
内
で
す

ら
数
カ
所
な
の
で
、
下
野
市

で
は
実
施
困
難
と
の
意
見
が

あ
っ
た
。
第
７
期
で
は
新
規

参
入
を
希
望
す
る
業
者
が
な

か
っ
た
。
利
用
者
の
ニ
ー
ズ

は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
平

成
29
年
度
に
夜
間
・
早
朝
の

訪
問
介
護
14
件
、
訪
問
看
護

７
件
の
実
績
が
あ
っ
た
。
第

８
期
計
画
は
、
平
成
31
年
度

に
事
業
者
意
向
調
査
を
行
い
、

平
成
32
年
度
に
計
画
策
定
委

員
会
で
検
討
す
る
手
順
だ
。

介
護
と
医
療
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
よ
く
検
討
し
次
期

計
画
に
盛
り
込
ん
で
い
き
た

い
。

磯 辺 香 代 議員

【今回の質問】

１．定期巡回・随時対応型訪問介護

看護サービスについて

２．建設工事契約約款について

11月
２日　小山広域保健衛生組合議会定例会

５日　全国市議会議長会基地協議会関東部会総会

６日～７日　教育福祉常任委員会行政視察

　　　　　　（大阪府守口市・河南町）

14日～ 15日　�全国市議会議長会研究フォーラムin

宇都宮

16日　総務常任委員会・経済建設常任委員会

19日　教育福祉常任委員会

22日　�議会運営委員会・議員全員協議会・地域包括

ケアシステム構築に関する勉強会・議会活性

化特別委員会

26日　議会だより編集委員会

29日～ 12月13日　�第４回定例会

（29日　議場コンサート）

12月
11日　�議会運営委員会・議員全員協議会・議会活性

化特別委員会

13日　議会だより編集委員会

18日〜19日　小山広域保健衛生組合議会行政視察

20日　石橋地区消防組合議会定例会

28日　議会だより編集委員会

１月
21日　議会だより編集委員会

22日　県央６市議会議長会議

28日　議会だより編集委員会

29日〜30日　議会運営委員会行政視察（広島県坂町）

31日　八代市議会行政視察来庁

　　　～議会運営について～

議 会 の 動 き

認知症サポーター養成講座を
受講しました

10月17日、下野市議会の全議員が認知症サ
ポーター養成講座を受講し、認知症サポーター
の証しとして「オレンジリング」を取得しまし
た。超高齢社会を迎え、私たちにとって認知症
は他人事ではないと思います。認知症について
の理解を深め、私たちができることを考える良
い機会となりました。

受講を希望される市民の方は、
下野市高齢福祉課基幹型地域包括
センター (0285-32-8904)へお問
い合わせください。

一

般

質

問

地域包括ケアシステムの姿
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市 民 と 議 員 の 意 見 交 換 会
（ 議 会 報 告 会 ）を 開 催 し ま し た

議

会

報

告

会

市 民 と 議 員 の 意 見 交 換 会
（ 議 会 報 告 会 ）を 開 催 し ま し た

10月27日（土）10時から12時まで、市役所３階の会議室で

行われました。今回の内容は、①議会活性化特別委員会の報

告②市民の皆さんとの意見交換でした。３つの常任委員会ご

とに分かれ、希望の委員会を市民の方に自由に選んでいただ

きました。最初の挨拶、①が終わり、②では30分の意見交換、

10分の休憩をはさんで、もう一度、30分の意見交換。別の委

員会に移っても、そのままでも良いことにしました。参加者

は30名。１つの委員会に、６人の議員と約10人の市民が集ま

り、活発な意見交換が行われました。最後に、委員会ごとに、

どのような意見が出たのか発表しました。

意見交換の内容（抜粋）

アンケートからのご意見

総務常任委員会
●水道水の問題は生活に関わる問題。住民と議員が一緒になって研修する機会を作ってもらいたい。
→議会で取り組んでいく
●政務活動費を取り入れるべき。実費後払いで使途を明確にすること。
→議会活性化特別委員会で検討する
●東海第二原発の再稼働の陳情については、特別委員会が設けられたそうだが、どれくらいの時間を
かけて、どのような内容だったのかを知りたい。→概要録を作成し、ホームぺージに掲載する

●デマンドバスは乗り継ぎが不便。ピーク時に予約ができない。改善してほしい。→執行部と協議する

経済建設常任委員会
●破産した会社が資材を置き去りにしている。何とかならないか。
→社会福祉協議会での法律無料相談を紹介
●スマートＩＣは決定したのか。逆走が起こるのではないか。
→ラウンドアバウト方式（交差点の一種。信号がないのが大きな特徴）を説明
●電柱や公園のトイレが老朽化している。見回りをして早期の改修を。→執行部と協議する

教育福祉常任委員会
●小山市南部にある休日夜間診療所は遠い。市内に作れないか。→小山広域保健衛生組合に市民から
の要望を伝える。医師確保のために市独自で予算措置をしている宇都宮市などの先進事例を調査する
●自治医大と連携を図るべき。→議会として意見交換会を行うことなどを検討していきたい
●廃校利用に関して市民へ十分に説明をしてほしい。→執行部と協議する

（アンケートは参加者30人中、27人にご協力いただきました）

●グループ分けしたので、議員と身近に話ができた　●初めて出席した。色々な意見を聞き、勉強になっ

た　●議会からの説明はいらない。意見交換の時間をもっととるとよい　●時間が短すぎる

今回、初めての試みの、少人数のグループ分けについて、「身近に、ざっくばらんに話せたのが良い」

という意見がある一方、一部屋で行ったため、それぞれの声が耳に入り、「聞き取りづらかった」とい

う声も聞きました。議会からの説明を聞くよりも、とにかく自分たちの考えを聞いてほしい、という市

民の気持ちが強く感じられた会でもありました。いただいたご意見は、①議会で取り組むもの②執行部

と協議するものに分けました。時間がかかるものもありますが、良い方向に向けて進むよう頑張ってま

いります。
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総務常任委員会

経済建設常任委員会

視

察

報

告

三条市は平成16年と23年の２度にわたり大水害に見舞われ、避難情報伝達に対して伝達方法を屋

外拡声器、インターネット、戸別受信機、ＦＭラジオ（緊急割込み放送）等とし、多様化しています。

結果、16年水害時避難情報を得た市民は21.9％であったが23年水害時には93.3％の市民が避難情報

を得ていました。災害時に職員、自治会、住民が的確な行動がとれるよう、マニュアル作成、誰が

何をするか明示しています。本市は幸いなことに大きな災害がなく安全安心なまちを強みとしてい

ます。災害はいつ起きるかわからないということを改めて考え、防災・減災対策をより一層推進し

ていくことが求められます。

燕市の公共交通はデマンド交通、循環バス、弥彦燕広域

循環バスの３つが運行しています。前年比で３公共交通全

て利用率がアップしています。要因としては利用者の詳細

なデータを収集、分析、改善を図ってきめ細かく対応して

いること。デマンドバスは、予約センターでオペレーター

がＧＰＳでデマンドバスの現在位置を確認しながら即時予

約を受け付けていることなどが利用率のアップにつながっ

ています。本市においても設定エリアの検証、利用者データを十分に分析して利用者の満足度を高

める必要があります。また循環バスを望む声もあり本市にふさわしい公共交通がのぞまれます。当

委員会としても今後更に調査研究を進めていきたいと思います。

災害に強いまちづくりについて（新潟県三条市）

公共交通について（新潟県燕市）

ユニバーサル農業について（長野県小布施町社会福祉法人くりのみ園）

長野駅善光寺口駅前広場整備事業（長野県長野市）

総務常任委員会　　10月22日〜23日

社会福祉法人くりのみ園は、平成９年に田園福祉（自然

農業×障がい者雇用×社会貢献）を目的とし、長野県小布

施町に設立されました。自然卵の養鶏から農作業を開始し、

徐々に農業活動を拡大。平成25年に「NATURAL GARDEN く

りのみ」を開設し、現在は２事業所において農業経営が行

われています。くりのみ園は、農福連携といわれる以前か

ら、田園福祉と称して障がい者の農業による自立を目指し

てきました。農薬等を一切使わない自然循環型農業は、環

境保全や健康な身体を育むうえで大切であるとの理事長の

信念が感じられ、感銘を受けました。

長野駅善光寺口駅前広場は、平成９年の長野新幹線開通とその翌年の長野オリンピック開催に合

わせ、駅の橋上化や東西自由通路などが整備されました。その後、社会情勢や市民ニーズの変化に

より、二次交通との連携強化、都市景観やユニバーサルデザイン化、長野らしさの演出などが求め

られました。そのため北陸新幹線の延伸開業に合わせて、交通結節点（ハブ駅）としての交通機能

の充実と利用者の利便性向上を図るとともに、県都の“かお”にふさわしい玄関口として再整備さ

れました。長野市は長野県の県都であり、新幹線駅を有し、年間観光客が700万人です。一般会計

予算規模1,499億円（H30年度当初予算）、善光寺口駅前広場整備事業に53億円をかけた長野市と単

純に比較はできませんが、自治医大駅前広場整備計画を進める本市として大いに参考になりました。

経済建設常任委員会　　10月23日〜24日

行政視察調査報告 ①
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教育福祉常任委員会

視

察

報

告

(有)アップライジングは、中古タイヤ等の販売、修理サービスを行う専門店であり、積極的に障

がい者を雇用しています。障がい者に一人ひとり真剣に向き合い、障がいを理解し、障がい者はそ

の特性や能力を活かしながら、やりがいを持って楽しく元気に働いていました。経営者の信念と情

熱があれば、小さな企業でも障がい者雇用に結び付けることができることを痛感しました。

さつき学園では、体育祭など様々な機会を捉えて異学年交流授業を実施しています。前期・後期

の合同遠足では６年生がリーダーを任せられ、自信が生まれ、７～９年生が６年生をサポートする

ことで思いやりの心が育まれていました。また、児童生徒が目を見てハイタッチをしながら挨拶す

る「アイタッチ運動」など、不登校児童生徒を生まない環境づくりを行っています。施設面では、

行動しやすいように廊下や階段を色分けしている点や、広い廊下を利用して机と椅子を取り付け、

交流スペースとするなど大変参考になりました。本市においても、平成34年度の南河内中学校区義

務教育学校開校に向けて、さらなる研究をしながら、よりよい義務教育学校となるよう準備される

ことを望みます。

クボタサンベジファームでは、水耕栽培により生産した野菜を近隣市町の学校給食食材として出

荷しています。従業員24名のうち障がい者を15名雇用し、特別扱いせず、一人ひとりの特性を考え

て労働環境の整備を行っており、離職も少ないとのことです。障がい者雇用にあたっては企業側の

理解が最も重要であり、一人でも多くの障がい者が就職できるよう、本市においても研修会や説明

会などの場を設けることが必要であると感じました。

障がい者雇用について（宇都宮市　有限会社アップライジング）

義務教育学校について（大阪府守口市　さつき学園）

農業・福祉の連携について（クボタサンベジファーム㈱かなん農場）

議会活性化について（三重県伊賀市）

議会改革の取り組みについて（三重県四日市市）

教育福祉常任委員会　　７月12日（有限会社アップライジング）、11月６日～７日

伊賀市議会では議員定数24人であり、５つの常任委員会と議会運営委員会、広報委員会が設置さ

れ、正副議長及び常任委員会正副委員長の任期は１年とのことでした。議会基本条例を制定して以

来、議会運営に関して、現在でも試行錯誤を続けており、議会改革への思いを感じました。議会報

告会、出前講座、議員活動から収集した政策課題について、精査・意見集約から発議案作成、委員

会付託、討論、採決までを議員提出と委員会提出に区分し、政策立案のフローを作成しています。

議会報告会の課題として、マンネリ化や参加者の固定化、また、市政に対する要望の場となって

しまっていることから、より幅広い世代の市民に向けた意見交換を行うため、市議会タウンミーティ

ングを開催していました。

四日市市議会では議員定数は、条例定数34人、現数33人であり、６つの常任委員会と議会運営委

員会、広報広聴委員会のほか、防災対策条例調査特別委員会、障害者差別解消条例等調査特別委員

会、議会改革特別委員会が設置されていました。平成23年度から通年議会を導入しています。正副

議長等の議会役員及び委員の任期が１年であり、正副議長の任期が１年であることはデメリットが

多く、検討課題となっていました。常任委員会では、議員が年間白書を作成し引継ぎを行う取り組

みがあり、本市議会の参考になればと考えています。政策研究会では政策提案に結び付けるものと

して、会派や委員会を超え、関心を持つ議員が自由に参加し、熱心に調査研究、討議がなされてい

ました。

伊賀市議会、四日市市議会いずれも議会報告会や議員活動で収集した課題を政策へと育てていく

フロー図がありました。今回の視察で得た成果を活かし、本市議会に必要な部分を精査し取り入れ

活用していくことが必要と考え、議会の活性化に向けて取り組みを進めていきたいと考えます。

議会運営委員会議会運営委員会　　10月４日～５日

行政視察調査報告 ②
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議会だより編集委員会では、10月29日に石川県加賀市議会、30日に白山市議会を視察しました。

今号の題字：　石橋小学校　６年　本間　友楽来さん

下野市議会だより１部あたり
の印刷製本費は約12.4円です。
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加賀市

白山市

加賀市議会では、平成28年度から議会だよりモニター制度を実施していました。モニ

ターは10人。年４回発行される議会だよりを読み、その都度、意見・提案記入用紙を提

出し、年１回、正副議長・広報部会と意見交換をします。モニターからの意見により行われた改善と

しては、「８ページ２色刷りを16ページフルカラーに変更」「一般質問に『議員のひとこと』を追加」（議員

の感想がストレートに表現されています）などです。また、ＱＲコードがいくつも載っていて、詳し

い情報はホームページで閲覧するというスタイルも参考になりました。読者の感想、意見を直接聞く

ことができるモニター制度は是非、下野市の議会だよりでも取り入れていきたい取り組みでした。

白山市の議会だよりで、まず目を引くのは、表紙のイラスト

です。市内の短期大学の美術学科に依頼し、季節感のあるイラ

ストを描いてもらっています。また、イラストを多く使い、フルカラーであ

るものの、決して派手な色づかいではなく、センスが感じられる紙面です。

他に大きな特徴は、「市民の声」として「市議会に期待すること」をテーマに市

民の意見を掲載していることです。市内28地区からバランスよく人選してい

るということでした。市民の声を載せることは、下野市議会でも検討すべき

ことだと思います。

白山市の議会だより（表紙）→

議会広報の先進地を視察しました

第1回定例会
（3月議会）
の予定

議会だより編集委員会

※会議の予定は変更になること
があります。
※日程が決定次第、市ホーム
ページでお知らせいたします。

日 月 火 水 木 金 土
２月 10 日 11 12 13 14 15 16

議会運営
委員会

議会だより
編集委員会

17 18 19 20 21 22 23

本会議（開会） 本会議

24 25 26 27 28 ３月 1 日 2

本会議 本会議 本会議 常任委員会 常任委員会

3 4 5 6 7 8 9

常任委員会 常任委員会 常任委員会 常任委員会

10 11 12 13 14 15 16
本会議（閉会）
議会だより
編集委員会


